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プファルツ選帝侯国(ライン・プファルツ)におけ
るネーデルラント系カルヴァン派亡命者コロニーの
形成とその経済活動 (1562--1622) 

ードイツにおける改革派領邦国家とネーテ》ラント系来住者一→2)

石坂昭雄

I はじめに

II 序曲一-;¥白書を逃がれて。イングランドのグラストン

ベリーからドイツの帝国都市フランクフルトへー一一

(1) グラストンペリーのワロン人亡命者コロニー(1550

-1553年)

(2) 再ぴ亡命の旅に

一一帝国都市フランクフルトへ

III 帝国都市フランクフルト・アム・マインにおける初

期のネーデルラント系宗教亡命者とその経済活動

(1554~1562) 

(1) 16世紀中葉の帝国都市フランクフルトの社会・経

済構造と宗教的状況

(2) ネーデルラント系フ。ロテスタントの出身地と職業

(3) ワロン，フラマン.イギリス 3亡命者教会の形成

とルタ一派市教会との対立。

(以上第39巻第 l号)

IV.プファルツ選帝侯国(ライン・プファルツ)

におけるネーデルラン卜系カルヴァン派亡

命者コロニー(1562'"1622) 

(1) 16世紀後半のプファルツ選帝侯国(ライン・

プファルツ)の政治的・宗教的状況一一ルタ一

派とカルヴ、イニズムの狭間にて一一一

A. フリードリッヒ 3世 (1559-1576)の〈第

2次宗教改革〉導入とネーデルランド人亡命者

コロニーの誕生

きて，こうしてフランクフルトに見切りをつ

けたダテヌスらのネーデルランド人カルウゃアン

派の亡命者は，いよいよプファルツ選帝侯国へ

移住すべく， 1562年5月26日，市民権を放棄し，

まず，ダテヌスに率いられたフラマン人60家族

(ワロン系7家族を含む)が 2隻の舟でライ

ン河を遡って，プファル、ソ選帝侯国領のロック

スハイムRoxheim(現在は旧ライン)IIAlt-Rhein

沿い)に到着した。一行は，選帝侯フリードリ

ッヒ 3世じきじきの出迎えをうけて 6月2日

にフランケクールに到着した。そして，これら

亡命者の代表と選帝侯との問で叶姦約~Kapitula­

tionが交わされて，ちょうどこの年に明け渡され

たばかりの旧アウグスチヌス派の「大フランケ

タール修道院JAugustinerchorherrenstift 

GroβFrankenthalとその付属施設を供与される

ことになり，西南ドイツの領邦国家のなかで初

めての亡命者コロニーが発足した。これにすぐ

続いて，主としてワロン系の35家族が移住し，

同じく『協約』を締結してハイデルベルグの北

のオーデンヴ、アルトの山中にある旧シト一派シ

ェーナウ修道院 dieZisterzienserabtei 

Schδnauを与えられた。この聞の，ネーデルラン

ト人亡命者教会とプファルツ選帝侯国の間での

交渉や，プファルツの側のこれらカルヴPイニス

トの受け入れをめぐるイニシアティーブ?につい

ては，度重なる戦乱で文書が失われて，これを

確定することは不可能で、ある。しかし，これが

なによりも， 1559年の即位にすぐ続いて， 60年

以降，改革派=カルヴ、イニズムの導入に急旋回

し始めた，新選帝侯フリードリッヒ 3世とこれ

を支持するプフアルツ内の勢力の事業であった
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ことは言を後たない。だが， このブファノレツ選

正式に宗教改事に踏み切ってから，

わずか9年しか絞っておらず，領内め情勢はま

だ揺れ動いていた。それだけでなく， ドイヅ帝

をとっても， 1555年のγウグスブルクの

宗教和議以来，諸領邦悶家や帝関都市で、iJト1)

ックと fレタ かも， したま統主義

ルタ一派一ーのみが公認宗派となって，メラン

ヒトン派(フィリッピズム)や西南ドイツニス

イスのツヴイングリ…派=改革派は，次第に

られ排除されつつあったのである。この

ようなさrかで，ブファルツ選帝侯毘が，あえて
改革派:カルヴァン派的なく第2次宗教改革〉

die zweite Reformationの~を選んだこと

ゅの領邦をめぐる内外の動さに，さらに大きな

波瀦を喚ぶ…つの大冬な賭けで、あった。そこ

ネーデルラント入亡命者コロニーの館設とその

を理解するうえでも，ヱド論に入るに先

:なって，この持鎮めプブアルツ選帝侯国の宗教

との関わり，あるいはそのドイツ帝国内で

の数治情勢への対応を簡単に述べておかねばな

らない。

すでに述べたように出世紀の閥，プブアルツ

オーノイー・ライン地方で，併合ゃ

などで市災土を拡張し， また帝震波罵

騎士Reichsritterや帝闘都市，11多道院や可教など

の弱小鎮主をレーエンや保護・守護機Schirm-

und V ogteirec肢の掌擦などによって賭陸イちした

り従属さ予せ，その保護のもとに震いた。また1437

らライン右岸のオ/レテナウの守護聴を， 1441

らは，こにノレザスの10帝国都市と45か村の《ぷ

ルザス帝国守護職>die Reichslandvogtei im 

Elsa自をドイツ議帝から抵当により譲られた。そ

して，バイエルンでも， 1329年以来，レ…ケ、ン

スブルクの北にオーバー・プファルツを獲得し

(1378年拡大入その首都ハイデノレベルク

ドイツ最古ーの大学を擁し，その家掛からいって

もハブスブルグ家に抵抗して帝位をねらうこと

のできる最も有力な領邦題家をなしていた。し

かし，このようなブファルツ選常設国は，中核

をなすライン・プファルツの人口がわずか20万

足らずで，有力な商業都市や都市工業も欠き今

大規模な鉱山も見られなかったし.領邦1auから

も，積極的な建議興業政策は採らるべくも

った。このようにライン・ブブアルツ自体は，

穀物や菊萄溺・羊毛・獣皮などを輪出ずる農業

地帯で財政的議盤も弱ししかも領邦臨家とし

てはまだ米完成の状態にあった。ここは，ザク

センやブランデンブルグと異なって，領土が多

くの飛ぴ地i二分かれ，あちこちに地領が入り組

み，一円的支配には脱遠かったが，ライン消沿

いの苓力な商工業の議点，ヴォルムスやシュパ

イエノレを始めとする諸帝国都市，あるいは司教

などもその保護の下に戴くなどして，一穫の「衛

Sa te1li tensystemのピラミッド

き，これにより経済的にも強大な勢力となった

のであった。それに対して，庁ーパー・プブア

ルツは， ドイツ有数の製鉄業を擁して，その設

都アムベルクAmbergはその取51"'("繁栄し，領邦

等族議会Landstandeも有る程変の発言力を持ち

えた九

だが，このブファルツ選帝侯国の勢力拡張は，

1503-05年の〈ランツブート公領継*戦争>der 

Landshuter Erbfolgekriegに大敗するという一

大破局合連えて，大きく控訴した。これは，選

帯設フィリップが，民ヒウ、、イッテノレスバッハ家

の分邦国バイエjレン・ランツブート公国の相続

権色 1329年のパヴ、イア条約に反して，自分の

次男ル…プレヒトRuprechtに襲がせようとして，

本来の相続権者ノfイエルン・ミぶンヘン公アル

ブレヒト HerzogAlbrecht von Bayern-合1un-

chenと争うことになったのが涼昌で、あるが，ブ。

1)中世以降のブブアルツ滋帝侯箆1(ライン eブブア)[.，
ツ)の形成とその発差是については， L. H誌は鉛εr，
Geschichte der rheinischen Pfalz， 2 Bde. 
(Heidelberg，1845; Neudruck， 1¥1紛れheim，1971) ; 
H. J. Cohn， 1内'heGover:持mentof the Rhine 
Palatinate in lhe 1円'ijteenthC仰 tuη(Oxford，1965)
のほか，賞受菜誌の通交として，1¥1禽 Schaab，Geschichte 
der KU'lpfalz， 1， 1¥1ittelalt告す (Stuttgart-Berlin-
Kõln-~aìnz ， 1988)会著書熊o (残念ながら， 16世紀
以隊そ扱った務2巻が主任刊である。)
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ファルツ選帝侯国の勢力が一層強大となるのを ルベルクに接しているオーバー・プファルツに

喜ばぬドイ、ソ皇帝マキシミリアンは，ヴ、ユルテ は，当然ながら，アムベルクAmbergやノイマル

ンベルグ，プランデンブルグ，へッセン，ブラ クトNeumarktなどの都市の市民層，あるいは在

ウンシュヴ、ァイク，帝国都市ニュルンベルクな 地の中小貴族・領主層にルター派が根を下ろし

どと同盟して， ミュンへンりfイエルン公を支

援した。プファルツ選帝侯国は，国土の一部を

占領され，不利な講和を呑まねばならず，わず

かにループレヒトに次子領Secundogeniturフ。フ

アルツ・ノイフソレグイ突事責Pfalz-N euburgをえた

のみであった。しかもこの間，領内は戦火で荒

れ果て，戦費の捻出に窮した選帝侯は多くの領

土を売却したり抵当に入れ，また講和に際して，

ライン・プファルツ，オーバー・プファルツと

もども方々の所領を割譲せざるをえなかった。

こうして，プファルツ選帝侯国は財政の面で大

きな打撃を蒙っただけでなく，その深傷は，周

囲の従属諸都市や帝国騎士なと事への統制力を弱

めて，その独立離反を惹き起こした2)。

このような痛手を背負って16世紀の激動の時

代を迎えたプファルツ選帝侯国は，最初の半世

紀，ルートヴイツヒ 5世 (1508-44) と次のフ

リードリッヒ 2世 (1544-56)の治世には，他

の有力諸侯とは異なって，ひたすらハプスブル

ク家のドイツ皇帝カール5世との抗争を避け，

その〈帝国政策}dieReichspolitikを支持しつつ，

一方ではその庇護を受けて，代償として-s.没

収された〈エルザス帝国守護職〉を1530年には

取り戻した。従って，宗教改革運動がドイツの

諸領邦を巻き込むなかで，これに背を向け続け

たのである。とはいっても，西南ドイツの中心

にあるプファルツ選帝侯国は，多くの帝国都市

とも交流が深<. とりわけエルザ、スの帝国守護

職を通じてスイスやシュトラースブルクとも緊

密な関係にあった以上，そしてハイデルベルク

という有力な大学を抱えているからには，宗教

改革の影響を遮ることはそもそも不可能で、あっ

たし，ルタ一派の本拠ザクセンや帝国都市ニユ

2) wランツブート継承戦争』敗戦による領土の損失に

ついては， M. Schaab， a.a.O.， S.213-18，とり
わけ， Karte 37 (S.217)を参照。

つつあった九

もっとも，カトリックのルートヴイッヒ 5世

の治下 (1508-1544年)にあっても，この領邦

国家の宗教政策は中立的で，プロテスタントに

対する抑圧も殆どなく，ノ¥イデルベルク大学の

へのプロテスタントの浸透は阻まれてはいたも

のの，官僚層， とりわけ大学出身の法律家のな

かには，シュトラースブルクを始めとするエル

ザスや西南ドイツ・スイスの諸都市の出身の，

ツヴ、イングリー=メランヒトン的なフ。ロテスタ

ンテイズムの感化を受けたものが数多しまた

この邦国に仕える上級貴族のうちにも， 1531-

1537年にエルザス帝国守護代Unterlandvogtim 

Elsaβを努めたエアバッハ伯ゲ、オルクGeorgGraf 

von Earbachとその弟のエーベノレハノレトEberhar-

d，ウ、、アレンティンValentinなど，これらの西南

ドイツ=スイス的な潮流に共感するものも出て

いた。次の選帝侯は，その弟で、オーバー・プフ

アルツの総督Statthalterであったフリードリッ

ヒ2世FriedrichIl(1544-1556年)であったが，

彼はその青年時代，カール5世の父，ブルゴー

ニュ公フィリッフ。スPhilipsde Schoneの宮廷に

仕えたことがあり，またカール5世の姪にあた

る廃位されたデンマーク王の王女， ドロテアを

妻に迎えていたから，親ハプスブルグ政策を継

承して，プロテスタント諸侯の同盟には加わら

なかった。それでも彼は，宗教的には，すでに

オーノfー・プフアノレツ総督時代からプロテスタ

ントに傾いており， 1546年に首都ハイデルベル

クの全教会で，カトリックのミサを廃止して，

3) V gl. ，V. Pr巴ss，“Die> zweite Reformation { in 
der Kurpfalz" ，in: H. Schilling， (Hg.)， Die refor 
mierte Konfiωsionalisierung in Deutschland -Das 

Problem der > zωeiten R巳formation{ (Schriften 
des Vereins fur Reformationsgeschicht巴，195;
Gutersloh， 1986)，104-29. 
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プロテスタントの干し持会導入し，宗教改革への

第一歩を踏み出した。しかし，ニの動きは，シ

ふマノレカルデン戦争でのプロテスタント勢力の

敗北によって押しi上どめられ， 1548年のアウグ

スブノレク r鞍定協定JInterimがここでも導入さ

れた。もっとも，ツヴィングリー=改存立派ふ

この邦を逐われることはなしかえって俄の帝

国都市からこの地に亡命する者も多かった。そ

の後のパッサウの和約，そして1555年のアウグ

スブルク宗教和議により，プブアノレツの宗教改

革への外からの圧迫は取り捺かれたものの，ブ

リードリッヒ 2世';1:，全面的宗教改革にはなお

慎重で宅あったのは， これが， 告日の勢力下にあ

ったヴォノレムスやシュパイヤーの尚司教領令は

じめ，カトリックの衛星郊との爵係令断ち切る

ことを意味したからである。結局，ブファルツ

選帝倹国の家教改革は，その甥で，コf…パー・

ブファルツ総督であり，ブファノレツのプロテス

タント勢力の代:表者としてドイツ内でも高名の，

かのオッい、インリッヒOttheinrichが選帝殺を

襲いだ15561fに侯って漸く笑行されたのである。

ここには，カトリック{測が強力な社会的勢力に

支えられてこれに激しく抵抗すゐことはなかっ

たものの，さりとて，ブ。ロテスタント側も，ラ

イン・ブブアルツ内の民衆に自生的に寝付いて

いたわけで、もなかった。そして，かつて， 1546 

年に，この地の出身であるメランヒトンの藷務

が企てられたが撚折にすって，以来最れた宗教

改革の指導者をえられなかったことが大冬な踏

みであった。オットハイン 1)ッヒ自身も，むし

ろメランヒトンに近く，西南ド千ツ的宗教改革

め諒統に棒ざした穏健なノレタ…派であったが，

シーユトラースブルクめマールパッハを迎えよう

として鱗わられ，結局1558年5月にマールバッ

ハに近いへスフーぞンTiIemannHeshusenが総
数替Generalsuperintendantに麓告して，硬直し

た正統ルタ…派的宗教改革を推進しようとした。

だが，プブアルツ選帝侯国内には，

の揖にまだまだメランとトン派やツヴイング1)

=ブーツアー約改革派の勢力が譲強ししか

も，オットハイン I}ッヒのもとには，多くの問

ヨーロッパカミらの宗教亡命者が迎え入れられた

から，このような正統/レター的宗教改革は，強

い抵抗と論争を認さ起こした。しかも，

より，長年の衛星領邦であった，ヴォルム

スやシュパイヤーのなどの有力司教領への政治

的影饗力は完全に断ち切られ，加えて1558年，

新皇帝ブェノレディナント 2世は〈エルザス帝国

守護職〉も再度開収してしまった。プファルツ

i義務侯国l丸いまや，額邦国家として，対外的

にも大きな転換を迫られていたのである。この

ようななかで， 1559存続子めないオットハイン

リッヒが死んで，すでに選帝倹役継承者に定め

られていた，分2誌のプブアルツ・ジンメルンPfalz

…Simmern家の長子で，オーバー・ブブアルツ総

餐であった，かのフリードリッヒ 31止が郎殺し
てから，ブブアノレツ選帝侯閣は，宗教的にも，

また対外関経でも今一度一大転換を迎えること

になったのである九

フリ… iどりッヒ 3世も， もともとは穏、健なル

タ…派であり，決してまだカノレヴィニズム

行していたわけではなかった。しかし，即位の

前後から，彼は，かの義克のエアバッハ伯ゲオ

ルクや，その弟の宮内長官エーベノレハルトらエ

アバッハ給元弟の強い影響撃のもとに，次第にツ

ングリーニブーツアー派への械斜を強めて

いった。そして設はプロテスタントの統一戦線

結成の夢を捨てずに1561年のナウムブルク

会議に臨んだが，そこでの多数窓見は，その一

致信条として，アウグスブルク信仰告白Conf部 sio

4) 16世紀前半のブブアルツの対応については， V， 
Pr・告58，“Zwischen V母rsaill記sund Wien， Die Pf翠i
zer KurfUrsten in d合rdeutschen G在schichted日r
Barockzeit

s

， Zeitschr制 furdた Geschichtedes 

Oberrheins C以下ZGORhと絡)，CXXX [NF， XCI] 
(1982)，207…262を議事長張。プブアルツのま災教改革
への対応については，自rs，Calvinism挺S附zdTer-
ritorialstaaf， R，程'fienmgund Z，脱 tralbeho'rdender 
Ku検ゐlz 1559-1619 (Stuttgart，1970)， 168-
220.このほか，磁ぬ司ドイツにおける議終おを中心と
した亙緩んタ一派とはことなる，穏健な改革派的流
れとその領郊関家への影響については， V. PrεS5， 
“おtadtund territoriale Konfessionsbi1du時
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Augustanaの1531年の『無改訂版~ Invariataを る筈はなしまた，ネーデルラントやスコット

採択し，当時ドイツで典拠として一般に認めら ランドの場合のように，信徒が国家権力の迫害

れていた，メランヒトンの子になる『改訂版』 を乗り越えて自発的な誓約によって教会を築い

Variataの公認さえも拒否した。結局，ザクセン たものとは異なって，飽くまでも，領邦教会の

選帝侯の執り成しでなんとか妥協が成立したも 組織として行われたものであった。そして， 1564

のの，このような正統主義ルタ一派の頑な態度

に衝撃を受けた彼は，帰国後，こうしたルタ一

派主流との協調に見切りをつけて，独自の宗教

改草に踏み出した。選帝侯がフランクフルト・

アム・マインで圧迫を受けていたネーデルラン

ト人のカルヴ、アン派のために仲介の手を差し延

べ，さらには避難の場所を提供したのは，まさ

にこの直後のことであった。その翌年の1563年，

選帝侯はオレウゃィアヌスKasparOlevianusやウ

ルジヌスZachariasUrsinusらの援けのもとに，

新しい〈教会令>Kirchenordnungと，かの宗教

改革史に名高い『ハイデルベルク教理問答』

Heidelberger Katechismusを制定して一一ーなお

聖餐論などで統ーへの配慮は残されているとは

いえーーもはやメランヒトン派やツヴイングリ

一派を超えて，はっきりとカルウゃアン派への転

向を示した。その際，教会による規律DiszipIin

あるいは教会の長老制などで，一つのモデルを

提供することを期待されたのが，かのフランケ

ンタールなどに誕生したネーデルラント人亡命

者教会であった。しかし，プファルツ選帝侯国

におけるカルヴ、イニズムの導入は，ジュネーヴ

の様な，都市共同体の方式をそのまま実施でき

F. Petri， (Hg.)， Kirche und gesellschaftliche 
Wandel in deutschen und niederlandischen 
S幼~dten der werdenden Neuzeit (Koln-Wien， 
1980)， 251-296.またシュトラースブルク大学につ

いては，A. Schindling， Humanistische Hochschule 
und freie Reichsstadt. Gymnasium und 
Akademie in Stra.βb附 rf1538-1621 (Wiesbaden， 
1977) なお， {エルサ、ス帝国守護代〉時代のエアバ

ッハ伯については， J. Becker， Geschichte der 
Reichslandvogtei im Elsa.β Von ihrer Einrich. 
tung bis zu ihrem Ubergang an Frankreich， 1273 
1648 (Strasburg， 1905)， S.87f..この管轄下に

は，ミュルハウゼン Mulhausen，コルマールColmar，

ハーゲナウ Hagenauなど，改革派志向の強い有力

都市が含れていた。

年ダテヌス自身が，選帝侯の宮廷牧師Hof-

predigerに任ぜられたことにより，絶大な影響を

行使できるようになった。その後，ライン・プ

ファルツでは，牧師の職は次々にカルヴ、アン派

に切り替えられ，大学の教授の職にも，フグン

スやネーデルラントを含む全ヨーロッパから優

れたカルヴ、イニストの学者が招聴きれ，首都に

はフランス語系カルヴ、イニストの教会も生まれ

た。一方，ネーデルラントでは， 1566年の偶像

破壊運動の勃発とその鎮圧，そしてその後のア

ルパ公の到着による政治的・宗教的な大弾圧を

逃れて，再び多くの亡命者がドイツに安住の地

を求め，ライン・プファルツにも多数のネーデ

ルラント人亡命者が流入することになった。

しかし，彼の嗣子で，オーバー・プファルツ

総督のルートヴィッヒは，頑強なルタ一派であ

り，オーバー・プフアルツの領主も諸都市も強

〈ルタ一派の影響をうけていただけに，ここに

カルヴ、アン派を強制することも，またネーデル

ラント人亡命者のコロニーを建設することも不

可能で、あつため。

こうして，プファルツ選帝侯国のみが，アウ

グスブ予ルク宗教和議に背を向けて，非公認のカ

ルヴ、アン派に転じたことは，皇帝やカトリック

派のみならず，一部のルタ一派の領邦の糾弾を

5 )この，フリードリッヒ 3世の急旋回の背景について

は， A. Kluckhohn孔1し，“羽r凡ieis試tKurfl日irs坑tFriedrich 

III von der Pfalz Calvinist geworden ? 
buch deア hiおistorischeη Classeder ktfnigl万icheη
Ak，μad，ゐE例 ie d，ゐ'erWiおsse仰ns犯schaf.βre仰仰?ηz，1866 (Munchen， 
1866)， 423-520; ders.， Friedn'ch der Fγomme 
1559-1576 (Nordlingen，1876)などの古典的研究

に加えて，最新の， O. Chadwick，“The Making 

of a Reforming Prince， Frederick III Elector， 

Palatinate¥in R. Buick Knox (ed.)， Reforma-
tion， Conformity and Dissent (London， 1977) ， 44 
-69を参照。〔プロテスタント陣営分裂の切掛と

なったナウムブルク諸侯会議についての研究 R.
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招いた。 1566年，選帝伎は，ヴュルテンベルク

公ウルリッヒHerzogむlrichvon Wurttember-

gやフ。ブアルツ・ツヴァイブリュッケン公ヴオル

ツyゲングHerzogWolfgang von Pfalz-Zwei網

br治ckenの告発により，アウグ、スブルク帝盟議会

に喚関され，帝国からの追放Reichsachtの怠機

に室濁した。しかし，その擾れた弁明におえて，

ザクセンなどのルタ一派主流も，まだプツアノレ

ツの造設にまで踏み切れず，ょうやく急機

して， ともかくもド千ツ帝国内でのカルヴ、アン

派の鍍邦として黙認さ?れることになった。こう

して，プファルツ選帝役聞は，擁立のなかで，

むしろネーデ、ルラントやフランスなど商ヨーロ

ッパの非ノレター派との結び付きを強め，強で

は，周辺めんター派の帝国者I~詰i との関係も断白ち

切ることになり，経詩的にも自立を追られた。

しかし，也方で， このことは，ブファノレツ選帝

侯屋に官職を得ていた湾涯の貴族や帝国騎士に

となった。彼らは，いまや帝

国非公認めカルヴアン派に忠誠を習ってブツァ

ルツ選帝侠悶に勤務して龍邦の臣下となるか，

あるいは，譲二とを保持するため皇帝側にとどま

るかの選択を強いられ，結果として，これまで

の錯献した重翠的な支配関係を清算した…元的

としての再編が保進されたの寸あ

Calinich， Der Naumburger Fuγstentag. Ein 
Beitrag zur Geschichte des Luthertums u匁d
Melanchtonismus aus den Quell仰 des初辺信lichen
Haupt地atsar.εhive(Gothム 1870)札参燃ゅひきな
かったJその後，フリードリッヒ 3i創立， 15ω£料こ，
ネーテソレラントの対スペイン抵抗護霊堂訪のリ…ダーで
ドイツに亡命しだブ、レデローデ飽iきて合会rodeのヰミ亡
人と蒋婚したことにより，盗殺織は勿議論， f也のドイ
ツ諸侯からl3ら孤立会求め，関際的カルヴァン派に
らすることになる。
な:B，ヱアパッハ伯3兄弟については，V. Press 
“Di母 Grafenvon Erbach und die Anfange des 
reformierten Bekenntnisses in Deutschland

n
， in 

H. Bannasch und H. P. Lachman仏 (Hg.l， Aus 
砧schichte1例 dihren Hi泌総会senschaften.Festω 
schrift fur 防匂lterHei持6持怒りerzu押265弓 Geb認r.ts.
tag (Marburg， 1979)， 653-685を参究室。ただし，
穏健なフィワッピストであるエアパッハ伯は，その
後のブブアルツの急テンポの宗教改革にはついてぬ
けず，その娩f尽には，その主主内長官の事業ちもはや名
目的なものになってしまった。

る6)。

B. }レートヴィッヒ 6散によるプファルツ選

帝侯留めルター派への護婦・ヨーハン・カジミ

ルのプブアノレツ・ラウテルンイ柔鎖の分邦(1576

-1583) と新コロニーの設立。プブアルツ

統合 (1583-1622)

1576年10月初日，ついにブ 1)…ドリッヒ 3没

がこの世を去ると，ブファルツ選帝侯畠は再び

きな宗教的混乱に巻き込まれた。嗣子1レ…ト

ッヒ 61止は，さきに述べたように，もとも
との強い/レター派の傾向が，その妻の影響と

いオーバー・ブファルツ{アムベルク)総督夜

迂で…層強められ，これまでも力ルヴァン派の

抵抗してきたから，その良別立によ

って，始まったばかりのカルヴイー

大きな危機に直面した。フリ…ドリッヒ

3世自身このことを深く危慎して， 1575年，そ

持と

8条で，カルヴアン派の僑仰の探

ント入，フランス人語部亡命者

のこれまでと詞機の保議会訴え， また，カノレヴ、

アン派の次男:3…ハン・ fJジミ…ノレJohann

Casimirに，ライン・ブブアノレツで，モースパツ

ノ¥管lKAmtMosbach，ボックスペルク管区Amt

Boxbergを，オーバー・ブファルツで，シュヴ

アル、ソェンブルク領Herr附ちchaftSchwarzenburg 

(シュノ"Jレ、ソヴェンノレクコレッ、ソSchwarzenburg

und Rotz， ノインブルク aブォノレム・ヴア/レト

N eunburg vorm Wald，ヴアルトミュンヘン

トレースヴィッツWaldmunchenund Treswitz 

の4管区)をブブアノレツ選帝侯閣から分離持続

させて，独立の議郊を設立させようとしていた

が，死の諮伐に金、拠，追加文書Kodizillでこれ会

し，モ…スバッハヲボックスペルクに代え

て，ライン友俸のノイシュタット上級管区Ober鵬

amt Neustadtとラウテルン上級管区Ob校 amt

Lautern，ベッケルハイム管区AmtBockelheim 

を指定した。その現出は定かではないが，これら

6) V. Pr記SS，“DieRittersch註ftiぉ Kraichgauzwisω 
ch在nReich und T、恐rr“itor討'ium1500一1623
ZGORh， CXXI口1(仕1号72幻)， 35-98. 
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所領がフランスやネーデルラントに近いことや， これらの教授たちを迎えて1578年開設された，

すでにフランケンタールなどに定住していたカ カルヴァン派の新大学，カジミール学院

ルヴァン派ネーデルラント人亡命者のことを配

慮したのであろう。(第 1図)

しかしこの変更は，これを認めぬ新選帝侯ル

トウVッヒ 6世とヨーハン・カジミールとの間

で大きな紛争の種となったし，ノイシュタット

上級管区の相続は，ここをプファルツ選帝侯国

本家の世襲領と定めた，かの『黄金勅令~ die 

Goldene Bulleに反し，ノイシュタットの市民も，

カジミール領への編入に激しく抵抗した。この

ため，ヨーハン・カジミールが，諸侯の仲裁で

やっとライン・プフアルツの諸領を確認される

のは， 1577年 6 月 25 日の『エムス協約~der Emsis-

che Vertragfこ侯たねばならなかったし，オーバ

ー・プファルツでは，結局， 1582年にシュヴ、ア

ルツヴ、エンブルク領とノイマルクト諸管区の

λmter Neumarkt主要部との交換によって，兄

弟聞の領土問題が一応の決着がつき，同年のア

ウグスブルクの帝国議会において， ヨーハン・

カジミールは，フ。ファノレツ・ラウテ/レン4実Furst

von Pfalz-Lauternとして，帝国諸侯の一員に加

えられた7)。

1577年の協約は，相互に宗教的寛容を取り決

めたにもかかわらず，ルートヴイッヒ 6世は，

その本領で容赦なく再ルタ一派化を推し進め，

政府の高官や官僚のみならず，600名ものカルヴ

アン派の牧師や教師が罷免されて，その後を，

ヴュルテンベルクやオーバー・プフアルツ出身

のルタ一派が埋めた。さらに，ハイデルベルク

大学をはじめ諸学校でも，著名な教授がその職

を逐われたり，廃校に追いやられ，またハイデ

ルベルクやシェーナウのネーデルラン卜人亡命

者教会も閉鎖された。これらのカルヴ、アン派は，

多くがヨーハン・カジミールのもとに避難し，

新領邦政府に参加し，また，ノイシュタットに

7) M. Kuhn，万'alzgrafJohann Casimir von Pfalz-
Lautern 1576 -1583 (Diss. Phil. Mainz， 1959) 

[Schriften zur G巴schichtevon Stadt und Land 
kreis Kaiserslautern，Bd. 3， 1961J，S. 1ー73.

paedagogium et collegium Casimiari 

( Casimiranum)に迎えられた。こうしたなか

で，プファルツ選帝侯国本領を逐われたり新規

に亡命してくるネーデルラント人， とりわけワ

ロン系を収容するには，フランケンタールやサ

ンクト・ランプレヒトでは不十分で、， 1578年，

新たにオッテルベルクの旧修道院Zisterzienser

kloster Otterbergが提供され，また， 1577年に

はフランケンタールは都市に昇格して，この領

邦の新しい経済的中心としての役割を担うこと

となった8)。

きて， 1583年に，ルートヴィッヒ 6世がわず

8) Kuhn， a. a. 0.， S. 87ff.このカジミール学院は，
旧ヴァイセ・クラウゼ修道尼院 Frau巴nklosterzur 
Weisen Klaus巴と，隣接のミハエル礼拝堂Michael.

kapelleを使用し，ヨーハン・カジミールは，教授
や学生の費用として， 2，000グルデンと，1，0007Jレ
ターの穀物， 11フーダーの葡萄酒を提供した。教授

障としては，かのZachariasUrsinus， Hieronymus 

Zanchius， Daniel Tossanus， Franciscus Juniusの
ほか， Johannes Piscator， David Preus， Hermann 

Wittekind， Simon Stenius， Lambertus Ludol-
phus Pithopoeus， Johannes Jungnitz， Henricus 
Smetiusなど，ネーデルラントやドイツの優れた学者
が招耳号されて，ジュネーヴとならぶカルウ、アン派の

大学となってヨーロッパ各地の学生を集め，ブイヨ

ン公やマルク伯， さらには，カかミのオラン夕

てで唄オラニエ公の秘書として活躍する，マルニックス

・ファン・シント・アルデホンテゃMarnixvan Sint 

Ald巴gond巴などの名士も，講建に列していた。訪問-

d，り S.87ff.
ヨーハン・カジミールは，さらに，この間，変転

する国際情勢のなかで，カルヴ、アン派勢力の代表者

として， ドイツの内外に活躍した。 1576年の「へン

トの和平~ Pacificatie van Gentの後のネーテソレラ
ントでの，なお大きな政治的・軍事的空白を埋める

べく，ネーデルラント全国議会側の要請で，イング

ランドのエリザベス女王の軍資金提供により，彼は，

5，000の騎兵と6，000のスイス歩兵を率いて，南ネー
デルラントに参陣した。これに従軍牧師として加わ

ったのが，かのタ会テヌスであった。彼は，へントの

急進的カルヴイニスト，ヤン・へムベイセJanHemb. 
yz巴らと組んで，オラニエ公の意図した，カトリック
も含む南北全ネーデルラントの統ーと宗教的寛容の

路線と激しく対立し，へントでカルヴ、アン派の独裁

を施いて，ヨーハン・カジミールをその後盾とした。

しかし，この時は，軍事力でも勝るオラニエ側が優
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第 H窓 1590年当憾のブファルツ選手骨佼思

fL例
ブファルツ滋苦手侯爵綴

共i~司支配地coロdominium
ラウテルン後関領域 (1576-92)

金OberamtN日ustadt ③OberamtL加 tem @Amt Bockelheim 
ヨーハン・カジミ…/レ防相統(予定地{ニモースバッハ・ボックスペルク管区)

③おntMosbach③Amt Boxberg 
⑥ 会主寿子 HDロHeidelberg L= [Kaisers] Lautem ・上級管区，管区所在地
NニこNeロst韮dt，Si=Simmem， G=Germ母rsheim

mト ネ…デルラント糸亡命翁コロニー

F=Frankenthal， S=Schonau， SL=宍ankt~Lambr巴cht ， O=Ott控rberg，E=Euserthal 
E 要塞都市{建設予定地)
M = Manmheim， K = Kircトberg，PB=Pfalzburg， Lix=Lixheim 
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か9歳の嗣子フリードリッヒ 4世を遺して死ぬ の後見人として実権を握って，再ルタ一派化す

と~黄金勅令』の規定に従って， ヨーハン・カ

ジミールが，摂政Kuradministratorの地位に就

き，遺言状に指名されていた他のルタ一派の共

同後見人(ヴュルテンベルク公やへッセン方伯)

の意向は無視して，再ぴプファルツ選帝侯国本

領もカルヴ、イニズム化を遂行した。そして，彼

が1592年に嗣子のないまま死去すると，プファ

ルツ・ラウテルン侯国は，再ぴプフアルツ選帝

侯国に統合され，新選帝侯は， 1594年オラニエ

公ウィルレム 1世の娘(LouiseJ uliane)を侯妃

に迎えて，オラン夕、との強い紳を結んで， 自国

のカルヴァン派の基盤を一層強化した。この間，

この1592年のみならず， 1602年， 1610年と 3度

にわたり，親戚のルタ一派の有力な君主， とり

わけプファルツ・ノイブルク侯が，若年の嗣子

位にあって，ヨーハン・カジミールも，不本意なが
らオラニエ公と和解して，本国に帰還し，夕、テヌス

もへムベイゼを伴って，フランケンタールに亡命す

る。その後，ヨーハン・カジミールは.1583年，プ
ロテスタント側に転じたケルン大司教の救援のため，

出R率している。 ebenda，II， 7 ， 8 
なお，ダテヌスの方は，その後数奇な運命をたど

る。 1583年，へムベイゼらは再びへント市民から首
席参事会員として政権に呼ひ、もどされたが，迫り来

るスペイン軍の包囲網の次第に狭まるなかで.84年，
へムベイセ、は単独講和を画策したことが判明して処

刑され，へントは 9月17日ついにスペイン=カトリ
ック軍の軍門に降った。ユトレヒトに逃れたダテヌ
スは，逮捕され毒殺されようとしたが，結局釈放さ
れた。しかし彼はもはや妻子のいるフランケンター
ルには戻らず，北ドイツのフーズム，ついでシュタ

ーデに医師として暮らした。そして.1586年，ハー
グの宗教会議が使者を送って呼ぴ戻そうとした時も

これを拒んだ。この頃には，彼が，再洗礼派のlつ，
『ダーフィットヨリス派~Joristに転向したという
う噂も流れていた。このため，再ぴ追い立てられ，
87年にエルビングに逃れてギムナジウムの教授とな

り，そのまま90年に，真にj皮澗に満ちた生涯を終え

た。 Cf.T. Ruys， Petrus Dathenus (Academisch 
Proefschrift， Vrije Universiteit te Amsterdam; 
Utrecht， 1919) ; H. Q. Jansen， Petrus Dathenus 
Een b1ik op zijne 1aaおお 1evensjaren，voora1 op 

zijne twistzaak met Oranje (Delft， 1872) V. 
Christmann，“Petrus Dathenus"， Frankentha1 
Eiηst und jetzt， II (1962)， 9 -15.川口博「へ
ントのカルヴァン派独裁 (1577-1584lJ， W史林」第
62巻第3号.1979年5月

る危険に見舞われたが，政府の中心にいた，ヴ

ィットゲンシュタイン伯GrafLudwig von 

Wittgensteinやゾルムス伯 GrafOtto von 

Solm-Hungen，そし~，オーバー・プフアルツ

の総督であったアンハルト公Christianvon An-

haltなど、のカルヴアン派の貴族や，市民層出身の

官僚の結束によってこれを阻止することができ

た。そして， 1610年から14年までカルヴァン派

のプファルツ・ツウゃアイブリュッケン公Herzog

von Pfalz-Zweibruckenが14歳のフリードリッ

ヒ5世の後見人となって， 1612年には，イング

ランド=スコットランドの国王ジェームズ1世

の娘エリザベートとの結婚で，国際的にも後盾

をえた。こうして， ドイツのカ/レヴィニズムは

プフアルツ選帝侯国を中核としながら，そして

独立戦争の最中にあった，ネーデルラントとも

深〈関わりながら， 16世紀末にはとりわけ西南

ドイツの諸領国一一ナッサウNassauやヴェッテ

ラウWetterau-一一に根を下ろしつつあった9)0 

以下，こうしたプファルツ選帝侯国の政治的

・宗教的関連のなかでの，ネーデルラント人亡

命者コロニーの構造を考察することにしたい。

(2) ネーデルラント人亡命者コロニーの社会・

経済構造

一一一フランケンタール，シェーナウ，サンクト

・ランプレヒト，オッテルベルク，オイサータ

ール一一一

A.宗教的・行政的自治
ところで，この様にしてプファルツ選帝侯国

(ライン・プファルツ)に移住したネーテソレラ

ント人亡命者のコロニーが，領邦君主からどの

ような地位を保証されたか， また既存のドイツ

人住民とどのような関係に立ったのかを，一連

9) V.Press，“Die :>zweite R巴formationく inder 
Kurpfalz" ，104-29; H. J. Cohn，“TheT巴rritorial
Princes in Germany's Second Reformation， 1559 
一1622
Ca1vi仇ηtゐS押m 1541一1715(Oxford， 1985) ，135-165. 
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の『協約j Capitulationないし『特許状』

Privilegieれからそれぞれ検討しておきたい問。

(1) フランケンタール Frankenthal帝国都市ヴ

ォルムスから取に約11km，ラインJlI本流から5

kmほど内陸に入ったブランケンタールには，

1119年に設立されたアウグスチヌス派「大フラ

ンケンタール修遊説JAugustinerchorherrstift 

Gros-Frankenthalと，これに接した，詞じ派の修

「ノトプランケンタ一九二iKlein…Franken“ 

thalがあり，その後，ツランケンタールの村落が

治減したのに持ぅて，路辺の広い耕地や森林，牧

草地を所有し、さらに近隣の村落内にも多くの

二上j也や施設を した。この修道院は，選くと

も1385年には，ブブアルツ選帝長田の保護の下

に入うたが， 1431:年に「小フランケンタール線

道尼院」の議止に伴って，その建物と財産は，

f大ブランケンタール修遊説」に統合された。

その後， 16世紀に会入って，ランツブート融不戦

争や1525年のドイツ農民戦争で大きな被害をお

プブア/レツ選帝侯閣の宗教改懇の後も，

衰退したとはいえ，なお持ちこたえていた。し

かし，フリードリッヒ 3 -1廷の治般に入ってい-~交

と強まった諺送認蕗止の圧力にはもはや抗しが

たしついに最後の修道長長Johannvon Ander-

倒的は， 1562年に大フランケンターノし修道院お

よびその管轄下の小ツランケンタール，キルシ

ュyゲルテン Kirschgarten(bei W orms) を領

邦君主に明け渡して退去し，これら一切はその

子教会財産=収入管理部~ Kirchen説ter-und

Gefallenverwaltungの管理のもと

当泌，修道河祭の一部は小ブランケンクールに

止どまってい この大フランケンタ…ル修道

10)これらのネーテソレラント人亡命者コロニーの法的地
位についての事量級は， G. Kaller，可rallonische und 
ねたder1註ndisch巴Exulant日nsiedlungenin der Pf詰lz
im 16. J設hrh泌氏rt.Entstehung und Stadter・
hebung

n

， in: Oberrheinische Studien， III (1975)， 
327-351 

11) G. Franz， Aus der Geschichte deァStadtFran 
kenthal (Fr設泌総nthal，1912)， 5.12-29. 

緯の建物やごと地れネーデルラント人亡命者の

受け入れに充てられたのであるが， 1562年 6月

3ロ したダテヌス PetrusDathenusに率

いられた…行，殆どがフラマン系の60家族Haus‘

geses(うち 7家族は!日ワロン教会所属あるいは

ワロン地竣出身)は 6月日日，譲邦君主フリ

ードリッヒ 3伎の名代，ノイシュタット管区長

Viztum von r、Jeustadt (Christoph H und 
von Lauterbach) と，全17箇条の『協

Capitulationを交わして， I日大フランケンタール

修道院の建物と付席施設の使用と定住を認めら

れている。(この持， f1率約』本文に れた

はダ、テヌス以下 1)ーパールト Jacob

Liebaert，ヒリス ChristianGill1is，ファン・ベ

ンテム Pietεrvan Benttem，ケイヶ Frans

Kyd伎のS名であったが，それ以外にも

58名会員がそ している。)12) 

12) この『協約」は，Capit諒lationder vnderd，話路側 des

/lecke持 gmss)ヤ-ankendall，Druck in F. J. Hilde-
brand， Quellen zur Geschichte deγ Stadt Fra持-
kenthal， 1 (Frankenthal， 1894)， Die erste附2d
zweite Kapitulation 1.562 und 1573，ぬ Bauord-
問符!g1569 und die Festung官ertragevo時 1620
認認d1622およひ Mo持atsschrzjtdes Fぬ持lanth即
aler Altertumsve対かIS L以←ド MFAVと略J，V
(18告7)， 6 ff. 
ブランケンターノしのネ…デルラント人亡命殺コロ

ニーについては， ].寺再tille，Stadt und Festung 
Frank倒的lu梯 rendd，ωdreiβ新政均enKriegs 
nebst eineグ Vorgeschichteund E月twicklung
(Heidelberg， 1877) ; Franz， a. a. 0.; F. W. 
Cuno，“G母schicht日 d世rwallonisch -reformirten 
G桂m記初dezu Frankenthal

ff

， Geschichtsbla"tter des 

deutschen Hugenotte絡むereins 以下GBIIDHVと
略J.z日hnte3， Heft 3 {18制l. 3 -26; H. 
Amb伎俳r，“Dasniedεr1註ndisch控 Frankenthal 
1562 bis 1689"， Fra械のzthalEinst提ndJetzt， II 
(1962)， 2 -8; A. Hussong.“Die Frank己nth剛
aler niederl註ndischeGlaub古nsfluchtlinge>>，H1出向町
長餓thalEi目stund Jetzt， II (1962)， 22-25; G. 
Biundo，“Geschicht巴 d記rniederl註ndisclγrefor戸
miert合nG号meindeFrankenth昌11562~1689" 
Blatter jur pjulzische 1てか'chengeschichteund 
rel恕ioseVolkskunde， XXIX-2 (1962)， 53-73; 
V. Chr・istmann，“Ausd記rG邑schichtedes 
Hopitals zu Frankenthar， B縦terj託γ的uische
Kir.訪問gωchichte説委事正ireliき?ioseVolお熱波de，
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この君主と移住者との「協約』という形式一 立に鑑みて，これらの論争が持ち込まれるのを

君主の思恵による特許状ではなく一一ーを取っ 避けるため，この種の論争，とりわけ教会内で

たことは，当時のドイツの領邦国家にあっては

画期的なことではあったが，その内容はいたっ

て保守的なもので，建物・施設の利用について

の規定と，彼らをプファルツの臣民Untertan~こ

組み入れるための諸規定を中心としたものであ

り，新産業の移植のための資金供与ないし設備

の提供あるいは公害防止，さらにはドイツ人住

民への伝習などの規定は全く含まれていない。

この『協約』で最も重要なものは，教会に関す

る規定である。第2条で，これら来住者は，独

自の教会を組織し，その母語で説教や聖餐など

の儀式を行なうこと，このために，母語を話せ

る牧師を自分達で選任することを許された。た

だし，独自の教会規則制定は許されず，プファ

ルツ選帝侯国教会規則に服し，牧師の任免は，

「教会評議会JKirchenratの事前の承認を必要

とした。そして，これまでのプファルツ内での，

あるいは亡命者教会の激しい教義上の論争や対

XXIX -2 (1962)， 74一79;R. van Roosbroeck， 
“Die niederlandische Glaub巴nsfluchtlingein 

Deutschland und die Anfange der Stadt Fran 
kenthal"， Bla能 rjuァpjalzischeKirch仰 ，geschichte

und religiose Volkskunde， XXX -1 / 2 (1963)， 
2 -28; G. Kal1er，“Staat， Gesel1schaft und 
Kirche in Frankenthal im 16. ] ahrhundert" ， 
Bla'tter juγ pjalzische Kirchengeschichte und 
religiose Volkskunde， XLVII (1980)，1 -9などを
参照。

移住者の職業・出身地については次号で詳しく扱

うが，おそらく自治体の役員と教会の長老となった

であろう，ダテヌス以外の代表者4名のうちリーパ

ールトが紡毛毛織物工Tuchmacherないしビール醸

造業者，残りの3人はホントスホーテないしアラス

織など新毛織物工である。ちなみに，全体では，フ

ランクフルトでの職業の判明する26名のうち，新毛
織物工業は10名を数え， 1名の雑貨商Kramerを除き
皆手工業者であり，また出身地の判る32名のうち，
フランドルは29名(うちワロン・フランドル5名)

である。 Vgl.，G. Witz巴1，“Beitragezur Kenntnis 

der巴rstenFrankenthaler Burger"， MFA V， XVI 
(1908) ， 21-3.この署名者のなかには，もう一人
の牧師，カスパール・ファン・デア・へイデンが含

まれていないが，恐らく彼が，最初は，ハイデルベ

ルクの宮廷牧師の任務についたためであろう。

の論争を厳禁し，問題はすべて教会評議会Chur

-Pfaltz. Kirchenrathの裁定に倹つよう指示

している 13)。これに対して，この『協約』には，

亡命者団体の自治についての規定は何ら盛り込

まれておらず，他のノイシュタット上級管区内

の住民同様に，上級管区長Viztumおよび管区財

務官Landschreiberの管轄の下に，近隣の村落オ

ツゲルスハイムOggersheimまたはフランケンタ

ールないしその他の場所に駐在する代官Schult.

heiβとそのもとに設置された裁判所Gerichtの支

配に服することを義務付けられた(第3条)。更

に，これら移住者は，他のノイシュタット上級

管区住民と同様に，賦役fron，運搬賦役Reiβ，

臨時税Schazungないし類似の領邦君主の役務

Servitutを負担させられたが，手賦役fronmit 

Handおよび軍夫ausreisenの提供は実行が困難

であったから，手賦役は毎年，軍夫仕事はその

都度の代金納が認められた(第7条)叫。なお，

住民への人身支配Leibeigenschaftについての規

定，あるいはその免除についての条項は，ここ

では全く見られない。他方で，度量衡(織物の

エレ尺も含む)mas， meβ， Elnmeβvnd 

Gewichtについては，ノイシュタット上級管区内

の公定のものを使用することを義務付けられ，

特に，フランクフルト・アム・マインでは使用

を認められていた，ブラパント・エレbrabantische

Elleなどの外国の度量衡の使用が厳禁されてい

る。(第6条)これは，パン・肉・葡萄酒などの

消費税賦課Brotfleisch und weinschazung 

belegung des Ungeltsの基準統一の目的に止ど

13)かつてのフランクフルト・アム・マインの亡命者数

会での大対立，また宗教改革実施後のプファルツ選

帝侯国(ライン・プファルツ)でも，エラストゥス

Erastus (Thomas Lieber)とクレービッツWilhelm
Kl巴bitzの国家と教会の関係をめぐる大論争の苦い経
験に鑑みたのであろう。

14)上記『協約』の復刻はいずれも， Pr巴isschazungと
判読しているが，これは次ぎのシェーナウなどの例

から， Reiβ， Schazungとすべきあるので訂正した。
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まらず，この変量衡の統ーが，領邦権カの確立

の一つの手段でもあったためであろう c また，

ニれら米住者は，最初の60家族については，入

関税Einzugeldを免除され，立後の米住者は， 4 

グルデン(うち 3グルデンは君主主へ 1グルデ

ンは町fleckenの必要な建物の綾持費に光てる)

が議収されることになった。また，退去税は，

財産棋の5おと定められた。移住者は， γ大フラ

ンケンタ…/レ」の建物および付属の製粉水乳

ど…ル醸造所などを年150グルデンで露惜したれ

その建物の識や屋根の破損は禁ぜられた(第12，

13条)。さらに，その付属地の1089そんゲン(14

耕区Gewann)弘モルゲン当たり{燕きをJ1/2マ
ルター班alter川(脱穀・乾燥済みでいつで、も市

出せる状態での)で借地し，また若干の葡

萄煩，菜園，牧草地を法り受けた。しかし，

林(とりわけ狩猟区)および漁業権は，領邦国

家ないし君主に保留され，伐採や木の実・果実

の採集は禁ぜられ，薪や雑木のみ管理人の必要

除いて適切な側格で俊先的に爽うことが認

められた(第16条〉。

しかし，その後の亡命者の読入や人口増によ

って一一1566年には150家族に一一，これらの割

り当てはすぐ手狭になったため， 1564年までに

は「小フランケンタ-l1--J と，これに付属した

10耕区の耕地，さらに菜園・牧草地が亡命:請に

割り当てられ， 1565~俸の F協約再:機認』では，

当然のこととして「大小両フランケンタール」

修道院のIB皇室設が挙げられていた1へさらに， IB

修道院の議物の外に一一明らかに修道院の建物

の一部を り壊して建材に科用しながらー…

新しい家巌めが建てられて， 1569年(11月おお)

15) 1 Morgen=0.2568h昌， 1:¥1昌1t日 125.7Liter， 1 
Brabanter・Ell告に2.5Kurpfalzer Schuh =69cm 
(Hag君nauerElleニニ 2 Kurpf註lzerSchuh)“ Vgl.， 
E. Collofong und H. F号11，(Hg.)， 1000 Jahre 
Lambrecht. Ch開会uk ei月er Stadt (Lambre. 
cht，1978) ， S.410 
16) “Fri在drichdes III t記nCo蕊firmationub告rdie 
Capitulation A.d. 1565 d. 21. Aug.¥ 晃子FAV.，
VIl (1899)， 38一号.

には，初めてのF建築条例.!IBau-Ordnungが，

会財綾ニ収入管浬部の名義で発布されて，ほ詰

碁盤白状の街区の都市計爾の第…歩が騒ふ出さ

れ， まず「大フランケンタ…/レ門JGros-Fran-

kenthaler Pfortからヴォルムス方面の街路に治

う家屋は 2階建で瓦凝根に統…することが定め

られている17h

この間，教会とは潤伺に住民悶体も次第に形

成され，すでに るヤーコブ・ 1)

…パー/レトJacob Liebaertが「市長JBurger-

meisterに主義ばれ，その下で4人の「建物管理投j

Baumeisterないし区長Viertelmeisterがこ

補佐していたが， 1567岩手から 2人め市長と 7

人の参漆裁判官Schδffenが認められた問。

しかし，そめ後の亡命者の流入によって人口

が膨れ上がったフランケンタールは w協約sの

若干の手直しゃ条件の緩和を求め， 1573年に第

2次 r協結晶 ZweiteCapitulationがつ71)…ド 1)

ッヒ 3株との閥で結ばれている。その改正点は，

ブランケンターjしに代官Schulthejsと裁判所Ger-

ichtが設けられて，較微な事件を扱うこと(第3

，城壁と堀の建設を許可し，入語読を 2グル

デンに引き下げ， うち 1グノレデンを，代官のも

とで r自治体J群 meinerFleckenの公益に充て

ること(なお，商工業に鵠わるために移住.した

磯入Geselleは，代答のしかるべき許可をうるこ

と)，賦役北約金Frongeldや通常の泊費税 U11-

geld，退去税(財産め 5%)の収入を10年の間f自

治体Jの為に鍍罰する，また退去装については，

移生後1年以内の退去殺についてはこれを免除

るものとし，龍方で，米住者は，その自由民

たることMannrechtを証明し，それが難しいと

きは，やJ等かの[もとの教会などの]整明

出して，当地の教会Gemeindeカ込ら受け入れられ，

管亙投入Amtleuteからえゑ認されること

17) “Bau吋OrdnungfUr Frank日nthalv. J. 156ゲ¥m:
Hildebr註nd，(Hg.)，a.a.O.， 13f. u. MFAV.， 
VIII (1900)， 5 
18) Cuno， a.a.O.， 5. 
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などである。(第 6条)また，大フランケンタ Unterschultheiβ，市長 Burgermeister2名，

ル修道院の建物・敷地の賃貸料は159fl.24 助役Rat5名参審員Schδffen9名など，全役

Albusに，小フランケンタールは30fl.とされ， 員を選出することを認める，当時のプファルツ

耕地・牧草地・菜園については， 1562年の『協 の領邦都市としては異例の自治であった。また，

約」の通りで， 25年契約に改定され，また，市 旧ライン河Alt-Rheinのロックスハイムとを結ぶ

外の葡萄畑とノイシュタット近郊の葡萄畑がそ

れぞれ， 20年と41年の長期借地として提供され

た。(第8条)なお，度量衡については， w (当地

の)臣民に圏内およびブラパント・エレによる

尺度が許されていたが~ inlendischen und 

brabantischen ellen auβmessen zuzulas-

sen，熟慮、の結果，市場での売買にはノイシュタ

ット管区の命じた度量衡に限ることを定めた19)。

このようなフランケンタール・コロニーの発

展に一つの転機となったのが， 1576年のフリー

ドリッ 3世の死去，そしてルタ一派の長子ルー

トヴ、イツヒ 6世のプフアルツ選帝侯本家相続と，

カルヴ、アン派の次男ヨーハン・カジミールが，

ライン左岸にプファルツ=ラウテルン侯国 Fur-

sttum Lautern (Pfalz-Lautern)として分邦し

たことであった。ヨーハン・カジミールは，領

土の確定後の1577年 3月23日にこの町の君主へ

の臣従の誓約を受けたのち 5月23日に，これ

までの特権を再確認した。こうして今やルタ一

派に転じたプファルツ選帝侯国の本領からは，

多くのカルヴ、アン派が避難・再移住してくるな

かで，新領邦内でのフランケンタールの新しい

経済的拠点としての重要性を認識したヨーハン

・カジミールは， 1577年10月29日これを都市に

昇格させる特許状， Privilegie vnd Ordnunge 

der Stadt Franckenthalを発布して大幅な自治

権を認めた。すなわち，全市民がそれぞれ10軒

ごとに組Rottを組織して組長を選出し，これら

組長の推薦によって代官Schultheiβ，副代官

19)“Zweite Capitulation Kurfurst Friedrich III mit 

den E日inwohnernvon Frank巴n叫l此tha必1vomτn 9.Mai 
1日57η3

『協協J約』の事項別対比は， V. Cαhrist坑tma悶a叩nn九lし，“D町ie

K仁ap1託tu叫1汁la抗ti灼onzwischen K王urpfalzund den Einwoh-

n巴rnvon Frankenthal， 1562 und 1573"， Fran-
kenthal Einst und ]etzt， II (1962)， 16-2l. 

『ライン運河建設~ Der Rheinbawのために，

1，000グルデンを供与し，さらにもう 1，000グル

デンを適切な利子付きで貸付け，また木材の無

償切り出しを許可した(このほかフランケンタ

ールの耕地内での優先漁業権)。そして，この運

河の建設・維持費用のために関税・消費税の賦

課を認め、フランケンタールの住民にはこれを

免除した(ただしクレーン料や穀物・葡萄酒輸

出税を除く)。また織物・乾物のメッセへの移出

・持ち帰り税についても一般関税を免除則。これ

は後述するように，ノイシュタットは勿論，ほ

かのネーデルラント人亡命者コロニー，オッテ

ルブルクやサンクト・ランプレヒトへの都市特

権に比しでも，大きな特権であったが，ノイシ

ュタットなどの抗議により 1582年 9月6日の新

『都市特権二条例LlDer statt Franckenthal 

privilegien und statutenによって一挙に廃止さ

れ，領邦君主による無任期の代官と市参事会員

12名の任命が定められ，死亡による欠員のみを

残任者の推薦する 2名の候補から，君主または

管区長が指名した。市長は任期 l年で 1名は

市参事会員から，他の 1名は新しく指名された。

もっとも，その代償として，いくつかの経済的

20)“Huldigung und Confirmation der Priviligien der 
Stadt Frankenthal i. J. 1577γ¥MFAV.， VII 
(1899)， 42-3;“Priviligie vnd Ordnunge der 

Stadt Frankenthal. 1577"， MFA V. ， VIII 
(1900)， 33ff.; K. Huther，“Die Geburtsurkunde 
der Stadt Frankenthal vom 29. Oktober 1577"， 
Frankenthal Einst und ]etzt， II (1962). 25-28 
なお，年市l固と週市は，すてPにフリードリッヒ 3

世の時代1572年に認められている。Wille，a.a. 0.， 

S. 17， Anm. 1 
この運河の建設には，ナッサウ伯やウゃオルムス司

教の権利が錯綜しており， 1580年に君主相互の協定

が結ぼれて，着工の運びになったが， 30年戦争以前
に完成して供用されていたかどうかは不明である。

ebeηda. S.18-19. 
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利益を与えており，年2回の年市と週市の開設

を認め，また向後15年間の退去税の免除と世襲

借地料の引き下げ，人身支配と賦役の免除を定

めている。しかし，教会事項では，外国語によ

る説教は，君主が必要と認めたときには停止で

きるという後退が見られる21)。そして， 1581年か

らは，後述する通り，毛織物など重要なツンフ

ト条例も領邦君主の名において発布されている。

ところで， 1577年までこのコロニーの教会や

行政の公用語は，専らネーデルラントド語(低

地ドイツ言吾)N ederduitschであり，フランス=

ワロン語による説教は，ネーデルラント語を解

きぬフランスニワロン語系統の住民から度々要

望されたにもかかわらず認められてこなかった22)。

しかしこのフランケンタールにも，まず， 1577 

/78年にワロン=フランス語系の改革派教会L'

Eglise reformee francaiseが成立し，ついで

1583年から流入してくるドイツ人改革派のため

の「高地ドイツ」語系教会diehochdeutsche 

Gemeindeの誕生によって 3つの民族二言語の亡

命者教会の連合体となった。

プファルツ選帝侯位を襲いだルートヴ、イッヒ

6世は，早速ハイデルベルクのフランス改革派

教会の説教を禁止し， 1577年 5月12日，牧師オ

/レブラックGuillaumeHolbracとジェプロワ

Pierre Geffroyを解任したので，ハイデ/レベルク

のフランス系亡命者教会員のうち， 36家族76人

がフランケンタールに逃れた(なお117人はヴォ

ルムスへ移ったが，恐らくその大部分はフラン

ケンタールへ再移住したのであろう。)ダテヌス

などのネーデルラント人教会の首脳は，フラン

21) Generallandesarchiv Karlsruhe， 67/856， fol.107 
r-111v.ここでは，フランケンタールの市民をノイ
シュタット市民と同等に待遇することを謡っている。
22) Cuno， a.a.O.， 8 -9.すでに， 1566年には少数
の，フラ7 ン語を解しないワロン人が，隣の村落エ
プシュタインEpsteinのワロン人牧師にフランケンタ
ールて、の説教を許すよう請願したが認められず，結
局，フランス語を話す長老のリーパールトやドゥ・
ホントDeHondtが，説教や聖書の朗読をしただけで
あった。また， 1572年，フェレMartinFerretがワロ
ン語による学校の許可を求めたが認められていない。

ス語教会の公認に強〈反対し，退去をも辞さぬ

構えであったものの，このような事態の前には

抗しがたく， 1576年3月28日のサンクト・ラン

プレヒトの教会会議で合意に達4-， ヨーハン・

カジミー/レは1578年 7月14日に正式にフランケ

ンタール市民権を開放し，その後は，フランス

語系住民は急速にその人口を増した。 しかし，

その後も長く独自の教会堂をもてずにネーデル

ラント人教会と共用していたが，ょうやく 1618

年(1612年礎石)からワロン通 Wallonstraseに

独自の教会と牧師館を所有することができたお)。

ところで， ヨーハン・カジミールの意を承けて，

ノイシュタット管区長は， 1583年から市参事会

公文書の「高地] ドイツ語使用を命じたが，さ

らに1582年，管区財務官フェークリン Vδg1inは，

ネーデルラント教会の長老会に， 40家族の，主

としてウ申エストファーレン出身の高地ドイツ人

が市内に滞在していることを理由に， ドイツ人

牧師の任命を迫り，両教会の激しい抵抗を押し

て隣のメルシュ Morschの牧師ヤーコプ・グラ

インJacobGreinが任命された。こうして高地ド

イツ系教会が独立し， 12月30日に30名に初の聖

餐を授けている判。しかし，とりわけフランス語

教会と対立し，その調停のため， 1584年から 3

教会の長老が毎月 1回会合していた。

ところで， 1600年頃には，すでに全ヨーロッ

パのプロテスタントとカトリック両陣営の全面

衝突の暗雲がたちこめる緊迫した情勢のなかで，

選帝侯国フリードリッヒ 4世は，領土の防衛の

強化を計って，マンハイムやフィリップスブル

クなどいくつかの要塞を推進したが，その一環

として1600年にフランケンタールも11の壁塁Bas-

tionと強固な城壁と堀で囲む要塞都市化する計画

が構想された。しかし，設計の承認と建設費用

23)なお，フランケンタールやウやオルムスに避難したフ

ランス改革派教会の名簿は， A. von den Velden， 
(Hg.)， Das Kirchenbuch deγfranz白'siche目 fゆr-
mierten Gemeinde zu Heidelberg 1579 -1577 
und Frankenthal in der Pfalz 1577 -1596 
(Weimar， 1908) ， 4-7. 

24) Cuno， a.a.O.， S.12-13. 
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第2図 1620年頃のフランケンタール

① ネーデルラント人教会=フランス(ワロン)人教会 ② 高地ドイツ人教会 ③ 市庁舎

④ 領邦財産管理所Schaffnerei ⑤ 兵器庫

※ 出典 Merian. Totograthia Gen匁aniae.Rheinpfalz in 1672. Wiederdruck. Barenreiter Verlag. 1963 

の調達に手間取り，工事にかかったのは1603年

のことであった。そして，その後も資金難で工

事は遅延し，やっと30年戦争の勃発と皇帝軍の

侵入の危機が迫った1622年に入って急拠完成に

漕ぎつけたのである問。[第2図参照]

(2) シェーナウ Schonau.ネッカル川とその支

25)羽Tille.a.a.O.. S.27-33 

流シュタイナッハSteinachを，ハイデルベルク

から約19km遡った，オーデンヴ、アルト山中の

小さな町シェーナウも，その起源を同じくフラ

ンクフルト・アム・マインを逐われたネーデル

ラント人亡命者の移住に負うていた。この1012

年に創設された由緒ある『シト一派シェーナウ

修道院~Das Zisterzienserkloster Schonauは，

一帯にかなりの所領を誇っていたが， 12世紀以

来プファルツ選帝侯国はこれをその守護のもと
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に入れ，ここに自家修道院Hausklosterとその墓

所を設け，またここを狩猟場として愛好してき

た。この修道院は， 1556年のオットハンリッヒ

による宗教改革後もまだ存続していたが， 1560 

年フリードリッヒ 3世によって最終的に廃止さ

れて，その土地財産建物すべてを領邦に収用さ

れて w教会財産=収益管理部』の管理下に移さ

れ、最後の修道院長はヴ、オルムスに退去した2へ
フリードリッヒ 3世がどのような経緯でここ

をワロン人に割り当てたのか -s.フランケ

ンタールに入ってから分離したのかどうかーー

は不明であるが， 1562年6月25日，フランケン

タールに続いて，こちらはテーュザングSebastianus

Dusang，テやイゾ、ンJohann von Dyson，アンド

リモンGregoriusvon Andrimont，クラース

Caspar Claβ，ラトロ-Matthias Ratlotの4名

を代表者とするワロン系ネーデルラント人35家

族が，プフアル、ソ選帝侯フリードリッヒ 3世と

『協約~Ca pi tula ti onを交わし，修道士が退去し

て空き家になっていたこの修道院への入居を許

された。この『協約』は，フランケンタールと

ほぼ同じ内容と順序の口箇条から成っているが，

若干の差異も見られる。例えば，フランケンタ

ールでは通常のベーデなどの租税負担を述べて

いるのみであるが，ここでは w当地の'慣行に従

って~gewohnlichen Landtsbrauch nach W戸別

燕麦貢租~ Rauchhafer (Rauchhaber)を毎年マ

ルチン祭(11月11日)に，また『鶏』をカーニヴ

ルの日に官憲に差し出すなど，人身支配の象徴

である諸現物貢納(第11条)，あるいは各家庭の

男子にたいする年1回1日の夫役(第9条)な

どを負担させられていた。きらに理由は不明で、

あるが，外国度量衡の使用禁止など度量衡規定

がフランケンタールに比べて遁かに詳わしく定

26) M. Huffschmid，“Beitrag巴 zurGeschichte der 
Cist巴rzienserabteiSchonau bei Heidelberg"， 
ZGORh.， NF. ，VI (1891)， 415-49， VIl (1892)， 
69 -103， insbes.， 90 -92; M. Schaab， Zisterzien回
serabtei Scho・nau im Odenwald (Heidelberg， 
1963)， S.124-5 . 

められいた。ところで、農地については，すで

に周囲の耕地は全て 恐らくはすでに修道院

時代末期に一一.3軒の農家Hofに借地に出され，

全く残っておらず，管理部は，上流のノイドル

フ村NeudorfのカッピスガルテンCappisgarten

の半分の牧草地をモルゲン当たり1.5グルテツ(面

積は今後測量)で賃貸した。そして，シュタイ

ナッハ近くの牧草地にあった旧修道院の縮織水

車に加えて，もう一つの縮織水車の建設を許可

し， 62年間年10グルデンの賃貸料を支払うこと

と定めており，これは，このコロニーが，フラ

ンケンタールに比して，最初から紡毛毛織物工

業従業者Tuchmacherの数が多かったことを示唆

している(第14条)。なお，修道院の建物は100

グルデン(1fl. =46 albus)で賃貸されたが，シ

ェーナウの管理人Pflegに無断で新築したり壁・

天井を破壊することは，一切禁ぜられていた。

(第13条)しかし， 1579/83年のこの『協約』

の写しの欄外には『本規定は全く守られておら

ず~ haben disen puncten gar nit gehaltenと

注記されているように，移住者は修道院の建物

を壊して住宅の資材を作り，管理部も歴史的建

造物の保全には熱意がなかったから，教会とし

て用いられた旧僧院食堂Refektoriumや『噴水

館~ Brunnenhausを除いて，さしもの壮大な建

築も殆どその姿を消した 27)0 第3図参照]その

後，シェーナウも1565年にフランケンタールと

27) シェーナウについての概略は， [M. SchaabJ， 
“Schδnau" in: Staatliche Archivverwaltung 
Baden-Wurttemberg， (Hg.)， Die Stadt- und 
die Landkreise Heidelberg und Mannheim， II ( 
[KarlsruheJ， 1968， 888-907を参照。『協約」の原
本は失われ，その写し，Copiae CaPitulationis deγ 
Vnderta・nenund lnwohner zu Scho・nauso des 
Christentums wegen veη.agt und dasselbst sich 
ansゐsigmachten， do. Anno 1562， Generallan. 
d巴sarchivKarlsruhe， Abt. 229/93800， fol. 1-
10が存在するだけであるが，フランケンタールと異
なって，最初の移住者全員の署名は付いていない。
〔なお，その要旨は， K.Roth，“Die Neu-Ansiedler 
von Schonau und ihre Industrie"， Heidelberger 
Familienbla'fter， Nr. 11 (8. 2.1911)，42-44， 
46-8に紹介されている。〕
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第3図 !日シェーナウ修道院跡地と居住友訟の形成 (1795年〉

!日修道院幾物

取っ綾し

麗璽機現 存

主主ヨ養魚池

合詩文芸事きま教会(I臼僧院食堂refectorium)淡夜は潔緩窃町役場(1日噴水銭 Brunnenhaus)③参事会会設給よび修j護士寝

男総 Kapitelsaal und dormitorium④助修土館 Konv官rs記nbau⑤回廊Kreuzgang⑥修道院教会部雑役所

cal告factorium③読ま箆③，磁波率

市重量(内側は1795年当縛め市街

i日{惨滋焼跡の家屋

独立家屋

上段典 M. 8chaab， Zistenzienerabtei Schonau i:例 Odenwald (Heidelberg， 1963) ，8.34. 

同様に，特許状の再確認(宗派の変更による領

土からの退去に当たっての補償)を受け28hまた

恐らくフランケンタ…J!.<と毘じく何らかの第2

町議約』を交付されたはずであるが，現存して

いない。この居留地は， 1567年のペストで打撃

を受けたものの，その後のネーデルラントでの

プロテスタント弾圧の激化でリエージぶ大司教

領やリンブツレク公国・マ/レメディ一司教領など

から新しいワロン系の亡命者が流入し， 1576年

のブリードリッヒ 3t伎の逝去当持は200家族を数

28)シュ…ナヴの改芝草派教会に伝わる移しを， K. Roth 
が a.a.O.，8.47にTP燃した。

え， 1567-731予までフランソワ・デュジョン

Francois Dujon (Franciscus J unius1565年ノ、ィ
デルベルグ大学神学教授λ73年からクリニょに

Clignetなど榎れた牧鰐をうることカfできていた29)。

しかるに熱烈なルタ…派の新設主のル…トヴ、

ッヒ 6世は， 1578年 5月に，ノレター派の教会条

例に絞するかさもなくぜ3選路以内に退去する

よう命じ，これを拒否した100家族は，ライン悲

29) Huffschmid， a.a.O.， VII， S.102-3; G. A. 
Benrath，“Franz Juねius，der erste evangelische 
Pfarrer in 8chδ羽au(1567…73) "， Deutsche 
Hz修部ott.側.1962 .101-13 
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岸の'3…ハン・ fIジミー/レの讃土に逃れて，オ

ッテノレベルクOtterbergなどに再移住した。そし

て残りのほぼ開数の家族は， -Tr;ルタ一派の儀

を受け入れてここに止どまって，新しい

を授与冬れている O そして， 1583年のヨ

ハン・カジミーノレの間政義涯で退去した住民の

一部は再びシふーナウに戻った30)。

(3) サンクト・ランプレヒト SanktLambrecht 

ノイシュタットから ライン)11の交流シュパ

イヤーバッハSpeyerbachの浅流を約 6km遇っ

た，ハールトUJ地の谷合のlllJランプレヒトも，

同じくこの頃にネーデルラント人(ワロン人)

カノレヴァン派の:10ニ…として出発し，ブラン

ケンターんに比してその鵠綾はずっと小きかっ

たにせよ， 20世紀までもその毛織物工業の伝統

を伝えている。ここは， 977年にベネディクト派

修道総が設立されたが， 1244年に廃止され，代

わってドミニコ派修道尼院が誕生しその傍ら

に小さな村落 (1464年には住毘数は39軒155人)

まれていた。やがてこの修道活院もプブア

ルツの守護のもとに入ったが， )11を隅てて，シ

ニスパイヤ一司教韻HochstiftSpeyerの村議ク》

ーフェンハウゼンGrever設lausenが桟っていた。

(第4罰)しかし，こ していた修道思混

もかのランツブート継承戦争やド千ツ農民戦争

ら立ち直ることはできずに，多く

僧が退去しすっかり衰微して，知人ほどの住民

も殆ど議数した。ついにツリードリッヒ 2世は，

uーマ教泉ユリウス 3世と協定を踏んで， 1549 

/51年に，宗教改革に侠たずに勉めブブアノレツ

領土舟の11の修道院ともどもこれを世{約七し，

その雄物およびその湖沼や近隣に散在する土地

からのi技益は， 1553年からハイテ、ルベルタ大学

の維持費に充てられることになった。しかし実

は管支繋が不可能で大学への収益をは殆ど上が

らなかったため，フリードリッヒ 3iをは， 1563 

年に御料地管理昂Hof-Rechenkammerにこれ

30) Schaab. a.a.O.， S.901. 

を年800 グノレデンで34年の長期録法~せた3九

ところで，寸でに1568年には，当地の住民に

家屋，教会，耕地を含めて128fl‘12alb.4Hel1er

"("，自民投者iこ一指貸与されており， 1567年にデ

ニLジョンに率直いられたヴェノレヴィエペコ 1)ンブル

ク，マルメテVーからのワロン系の亡命者が到

着したことにより，シニLーナウが手狭となり，

すでにサンクト・ランプレヒトへの移住が始ま

ったものと考えられるが，この時，フランケン

タールペコシェーナウに倣った『協約sない

許状が交付さ~tLたかどうか，詳組が不明である。

そして1570年には，シュパイヤーバッハ11!

に研磨ニ議議水車 Schleiff-und Walkmuhle 

ざれている32)0 さて，ヨーハン・カジミー

ルの治下に初めて交付された1577年10月31日の

ンクト・ランプレヒト住民の特許・条鍔-

Dern Sanct Lamprecht Priui1igia Ord糊

nun該部 vnndRatzungennは， !湾年のツランケ

ンタールの都市特許状の舟容とかなり共通して

いる。しかし，令休は 4条に分かれて，第 3条

には，ブランス語による Fサンクト・ランブレ

ヒト自治1*条錦.11Ordonnancesρour l，αCom 

m間 ede Saint Lambertが持入されて，主とし

て生民相互の道簿，秩序維持の開題が63開条に

わたうて縮かく結められていたことは， f患の移

校地と異なる独特の点である 33)。

31) 1000 Jahre Lambr官cht，S.l 4; F.BUhler， Die 
Entwicklung der Tuchindustrie i持 Lamb陀cht
(Wirtschaftsゅ undVerwaltu除gsstudienmit 
bε器ond日rerB日rUcksichtigungBayerns， 50; Leip. 
zig.1914)， S.1 4;G. A. Benrath，“Die Selbst 
biographie von Franz Junius (1545-1602)"， in: 
Beitr設さ?ezur badischen Kirchengeschichte， S註m.
melband 1 (Karlsn詰le，1962)， 37-70;Th. GUm時
be!，“お母 wallonisch-franzosische Fr日mden.
g官meindein St. L昌mbr‘echt Gr巴venhaus出
Gbll‘ DHV号， Z号hnt2， Heft 1， 1892， 3 -14. 
32) K. E. Collofong.“DieEntst巴huおまderLambrech. 
ter Wallonengemeinde¥Blatte夕、 ft:irpfalzische 
Kirchengeschichte und religio'・seVol会sk持nde.
XXX -1 2 (1963)， 29-48 
33)ρern zu 51話呼ctLamprecht Priuiligia， Ord百un許認
vnnd Rafzungenn， G窓口eralland日sarchivKar・lsru-
he. 67/ノ856，fol. 59 -63 
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第4図 1610年頃のサンクト・ランプレヒト
※ 出典は第 2図と同じ

※※ 中心部の教会は日修道院教会Klosterkircheを引き続き使用。中央を流れるのがシュパイヤーバッハてコシュ
ノマイヤ 司教領との境界になり，手前の村落がグレーフェンハウセ守ン。

まず，教会事項では，住民は，彼らの言語に

通じた(そしてできうれば，同時にドイツ語の

能力のある)牧師など教会役員および学校教師

を任命し，自分たちでその俸録を支給すること

を認められている。ただし，この牧師には， ド

イツ人住民のために，毎日曜日小さな教区教会

Pfarrkircheで、説教するよう義務付けられていた。

行政・司法の重要な事項はノイシュタットの上

級管区の管轄に入るが，日常的事項geringe

Sacheは，住民のなかから君主が任命した任期

1年の代官 Schultheis， Maire，副代官 Unters

chultheis ， Dゆutez 7名の参審員 Schδffen，

eschevinに委ねられて，裁判所と参事会Ratを構

成し w手工業の必要事項に配慮し~ des Han. 

dwercken notdurft bedencken， W無秩序や独

占，腐敗を除去する~ Vnordnung monopolie 

Vnnd Verderbung abschaffenの義務を負った。

これら役職者は，組長(住民は10家ごとに組Rott

に分かれて組長を選出する)から推薦された 2

-3名の候補者のなかから任命された。

他方では自治体条例』では，一部には他の

『協約』に見られる，君主への臣従(第 1項)，

前住地からの人物・品行証明(第3項)，入居税

( 3グルデン)，退去税(10%) [第 2項]，通常

の租税や負担(第13項)，現地の度量衡の使用(第

12項)，防犯・防火((第25，26項)，森林・草地

の利用(第 9，10， 11項)，などの規定とならん

で，住民生活上の相互の配慮や秩序，様々の宗

教的・道徳的規制lが盛り込まれ，また，住民総

会への正当な理由なき欠席が禁ぜられている(第

8項)。おそらく教会と亡命者住民団体との一体

性は強かったのであろう問。

34) foI.61r-63.第50項の漬神・偽証の禁止，第60，61， 
62項の怠惰な世帯主や労働者の懲戒，第54項の世帯
主や雇い職人の居酒屋出入り禁止，第47項の，その
子供に『ハイデルベルク教理問答~1巴Catechismeに
出席させるよう心がけること，など。



36 (114) 経済学研究 42-2 

また，第4条では wあらゆる建物，家屋，住

居および、隣接付属の菜園』を，父フリードリッ

ヒ3世との契約通り[年128fl.12alb.4HellerJ 

で，永借することを認め，その自由な交換・売

却を許している。ただしその他の園芸地，牧草

地，耕地Veldtについては，数年契約とされた。

さらに1586年に，大学管理下の森林800ターゲヴ、

エルク Tagwerk(約333Ha)を年50fl.12kr.4

Hellerで， 1591年には御料地から95モルゲンを131

fl. 6 kr. 4 dl.で，また河川牧草地Auewiese24

モルゲンを103fl.10kr.6 dlで短期借地するなど，

最初は少なかった農地を次第に増やしていっ

た。

こうして，人口の最も少ないサンクト・ラン

プレヒトは，その後都市への昇格を認められな

かったが，自治体Communeという一段低い格で

はあっても，フランケンタールとそれほどは劣

らぬ一応の自治は認められた。

(4) オッテルベルク Otterbergプファルツ領の

西部ラウテルン(現カイザースラウテルン Kaisers

-lautern)から約 7km北にあったオッテル城

Otteburgがカイザースラウテルン皇室御料地

Kaiserpfalz Lauternの整備によって廃城となっ

たのち，その麓の廃小村WeileTt土，耕地・森林

ともども， 1144年新設のシト一派オッテルベル

ク修道院DasZisterzienserkloster Otterberg 

に寄進され，本修道院はその後もライン左岸一

帯に購入や寄進によって数多くの所領を擁する

大修道院となった。しかしクーア・プファルツ

の宗教改革によって最終的には1561年に国家に

接収されて最後の修道院長(WendelinusMer-

bot)の退去の後には，管理人Pflegerが置かれて

いたが， ドイツ人の農民も殆ど入植することも

なく (1571年にドイツ人牧師が任命されている

が)，荒れるに任されていた35)。

しかるに， 1577年5月，先に述べたように，

35) G. Kaller， Wirtscahfiぉ undBesitzg，ωchichte 
des Zisterzienserklostel古 Otterberg1144 -1561 
(Diss. Phil. H巴idelberg;H巴idelberg，1961) 

シェーナウを逐われた100家族が， ヨーハン・カ

ジミールの所領プファルツ・ラウテルン侯国に

逃れた。その後，約1年の間，彼らがどこに滞

在し，君主ヨーハン・カジミールとどのような

交渉を続けたかは不明であるが， 1578年ヨーハ

ン・カジミールは 6月15日の『協約』で彼ら

に首府ラウテルンに近いここに第2の安住の地

を授けた。従って，この17箇条のオッテルベル

ク第 1w協約』は，シェーナウの最初の『協約』

の内容を殆ど順序通り引き継いでいる制。(とは

いえ，もはや移住者代表と君主との協約ではな

く，君主の恩恵による特許に変わっているが。)

ただし，この度は，移住者の苦難に鑑みて，様

々の負担の軽減や便宜の供与が計られていた。

例えば，入居税は，この100家族は免除， 1年以

内の入居者は 2fl.それ以後は 4fl.と定められた

が，国家と住民自治体gemeineFleckenとでこ

れを折半するこになった。(第9条)また，夫役

Fron， W戸別燕麦貢納~ Rauchhafer (Rauch-

haber)および『鶏』の納付も 5年間免除され，

人身支配も，他の支配地 Herrscahftでこの種

の支配下にあった者を除き一切免除された。(第

9条)一方，住居の方は，新旧の修道院の建物

や管理所Wirtshaus，近所のヴァイラ-Weiler，

ウンゲンバッハUngenbachの農場建物などを無

料で使用を許され，残りの施設に全部で200fl.を

支払うよう定められた。一方農地については，

ヴァイラー，ウンゲンバッハの耕地を一括年400

fl.で，残りの農地を100fl.で永借することを認

められ，また森からの薪の採取に50fl.を支払う

ことになった。小川や養魚、池 Weiher，堰Woog

での漁業権はこの度も認められなかったが，そ

のうち14に限って鯉などの養殖を認めている。

また毛織物生産に関しては，シェーナウと同様

に縮織水車2基の新設とそのための木材購入が

ders.， Geschichte von Kloster und Stadt Otterber-
g， 2 Bde.， (Otterbach， 1976-81) ; J. Knecht， 
“Die wallonsiche Gemeinde zu Otterberg" ， 
Gbll. DHV， Zenht 1， Heft 7 ， 1892， 3 -24. 
36)この全文は， Kaller， Geschichte， I， 346 -356に復
刻されている。
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された。(第14条)そして rシェ…ナウでの場 材料と先していた。(第S塁B)ところで，オッ

と同じく，毛機物の検印tuchsiegelungのため， テルベルクの灘市特権賦与は 2年後め1581年

五11章と紋章を綬与するJ (第6条)旨競交をした。 5Fl26Bのことであるが，この37筒条に及ぶ新

司法，行政については，シェーナウと

所轄の管医(ラウテルン)

のに委ねられたが，自治体独自の裁判所gericht

に関しては，将米交付される都市条例jに侠つこ

とになっていた。

この『協約3においては11"者芸予言2ではなく r詰

治体Jcommuneや町fleckhen，orthと称している

が，君主のヨーハン・カジミールの側は，すで

に都市への昇格を予定し，この際7を竣壁で期む

こと.またF上門Jobere針。Iまと11"-ド門Jundere 

Pfordtを結んで，尽と広い幅のず大通Jgemeine

Landstraseを設け，その爵illUの建物合同

とすることを定めていた。(第5毘A)

なお，最後の条項は，この度のクーア・プブ

アルツのルター派復帰がシェーナウの住民に与

えた苦痛に鑑みて，君:ネとその相続人は，今後

[君主の宗派の変更によって〕これら亡命者が

再び退去を余儀なくされる場合には，それによ

って被った損害やこれまでの建造物や改良の費

用を補慣することを約束している。

この第 1 rl%1約」から208足らずの蹄年7月

4日に， ヨーハン・カジミールは4箇条からな

る第2Ir協約』を交詳したが，これは単なる

r 協約」への追加補足てのあった。すなわち，第

1 11"1議約Jでは禁止されていた. 1日韓続食堂

Rewenthal (refectorium)の改装が許され，また，

要望のあった静提厨廓の一部会利用することが

認められた。また，牛会を二階建に改装して，シ

ェーナウと間諜，摺主義wurthを設けること

された。そして，君主の縮会と留保されていた

新僧院NeueAbteiは，広簡と 2窓を除き，牧師

と会議窓iこ転用することが認められた3九

ゅうして，オッテルベJvクでも.1610年に

もはや，修道院教会を除いて， 18修道詫の壮大

な建築は，残らず取り壊されて，

37) KaJler， Gesch五chte，1， 357← 59. 

都市条例誌. 1577年のフランケンタールの場合

に比して，その自治権は大輔に後議している制。

まず第 1. 2， 3条で，城壁の拡大，ラウテノレ

ンの市場禁命Ij権からの除外と，年2関の年市と

毎潟水曜日の選市の開設，態殺場の設霞のほか

は，市政を担当する役人の怯命とその権限を

綱に定めている。まず，代繋Schultheisは，

に領邦君主主により任命される。誌は最1JEil0軒

ごとに娃RoW二分かれて，組長Rottenmeistむを

選出し，さらに複数の問むが令体して「区』

Viertelを構成した。子宮参事会は，

される F市民参事会」伊meineRatと，常

alte Ratに分かれ，それぞれが市長

Ratsbugermeisterとr市民選出

市長JgemeineBurgermeiste討を選出，両市長

が?おの吏民主?任命した。常任参事会は，最初比

6つの庶から 2名の候補者を管長授に推薦して

そのなかから 6名が指名され，欠員が主主じた場

合には，残をめ常任参事会員が市民参事会員な

いしその他の有能な市誌のなかから 1名を君主

して補充した。市民参事会は，各区から

2名が選Jまれ，こめ12名がr市民選出市長J (任

1年〉候補2名を選出し，

会に意見を徴しながらそのどちらかに決定する。

そして各組2名の候檎者のうち l名が管区長か

ら参事会異に氏名された。裁判所 Gerichtは，

出ま『常任参事会』から 5名と市民市長め前住

6名から構成されていた。そして，

件および市民報互の軽弾事件はまず2人の市長

め許に持ち込まれ，解決で、きぬ時は代官に留さ

れた。一方市民と外部の人間との争いの裁定は，

最初から代官に委ねられた。このように，オッ

テルベルクの場合には，領邦君主の市役員への

指名権はかなり強く，他方では市民の選挙権は，

かなり税約を受けていた。ただしこの場合には，

38) K説l1er，Geschichte， I， 359 -68 . 
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第5図A 1823年のオッテルベルク

①上門oberesTor ②下門unteresTor ③新門Neutor ④改革派教会 ⑤市庁舎

⑥ 大通 Hauptsrase ⑧ |日城Otterburg跡

g 出典:Pfalzisches Atlas， Nr. 9 ， und Text，S_ 534_ 

他の領邦都市に見られるようなツンフトがまだ

都市の構成要素とはなっておらず，区の方があ

る程度まで民主的な役員選出の拠り所で、あった。

さらに， 1592年，摂政ヨーハン・カジミール

の死によって，ラウテルン侯国がふたたぴクー

ア・プフアルツに統合されたが， 1593年 1月23

日， プファル、ソ選帝侯フリードリッヒ 4世は，

これまでの「協約』および『都市条例』を再確

認し，その際、 6箇条の修正をほどこしている。

①まず，これまで， ヨーハン・カジールが、当

初の困難を援助するため、牧師の俸給の一部に

50グルデンと12マルターの穀物 1フー夕、ーの
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第5図B 1610年須のオッテルペルグ

※ 出典i立芸誌2~還と!可じ

※型車 東側からの挑襲。大きな教をまは， 18修滋波数量訟をそのまま利用。その績のノト教会iふおJそらく， ドイツ入住民の

教会でみろう。

葡萄酒を提供してきたのを半分に減額し，代わ

りにこの給付をさらに 8

lこ::1…ハン・カジミールが認め

50グルデンで'20年間都市に

継続する。賦役や「燕麦

る。 φ1585年

十分の恥一税をど

負わせる契約を

の免除期間

経通後の6年の代金総会許可をさらにもう 6年

間延長する。金出費貌収入の半額を者~司iの教会

ために充当する特別措置を 8年間延長

する

1602年，このオッテルベルクを含むラウデル

ン上級管区は，選帝侯の次子モーリッツ・クリ

スチャンの分家領secundogeniturとして分邦され

たが，新君主がまだ幼少で父の後見を受けてい

る聞に死去したため，伺ら実資的変化はなかっ

た。そして1610年，その弟のルートヴィッヒ‘ツ

ィリッフPLudwigPhilippカfブ。ファ)~ツ・ジンメ

ルン倹悶Pfalz-Simmernとして分邦された際，

39) Kall日r，Gesehichte. 1. 368 -70 .なお，ホッテルベ
ルクでは，綴邦国家との交渉や公文書作成の必要上，
代官にドイツ人 (HansPutz， Johann MUnch)を
任命しているし，またドイツ人往伐のため，別に牧
師として1613若手会=ふ DavidHaubr日ch妨害、保ぜられ
ている。

ラウデルン上級管区もそこに義雄されたが，

教問題も含めてこれまで、の議事Ijに何らの変更も

なく 30年戦争にいたった。

(5) オイサータール Euβethal 以上の4つのネ

ーデルラント人亡命者コロニ…に加えてブファ

ノレツは，いまひとつのコロニーを計覇し協約J

交付しているが，恐らく予定していた

移住者がど集まらず放棄され，その存夜もな

がらく忘れられて，詳しい背景も不明でみる o

1590年ないし91王子， ヨ…ハン・カジミールは，

ブブアルツ選帝侯冨め摂政としての資絡で，ゲ

ルメルスハイム管区AmtGermer油 eimで波護さ

れていた泳イサータール修道院に 1)エージュ地

Land zur Luttichを迷われたヴロン系カル

ウ。アン派亡命者出家族そ迎えようとしたもので，

39欝条の長大なものであり，これまでの幾つか

の r協約J を引き献いでいるが，若干の点では

新規の規矩が盛り込まれている。

まず，第 l条に，移住者は，サンクト・ラン

ブレヒトの場合と持議に，前住地の当局ないし

教会から，その人物や品行の説明 るこ
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を義務付けているが，これは恐らし 1585年以

降の大量の難民が様々の問題を惹き起したため

であろう。また，第 2条の教会関係では，母語

による礼拝など一定の宗教的自治を許してはい

るが，教会事項では一般と同じくプファルツの

巡察，教会会議Sinod，小教会会議Conuentに服

することが特記され，この教会が独自の長老会

Consistoriumを組織することは認められず，先

任長老SeniorRathのみ設置された。これら牧師

や教会職員は，教区の負担であったが， ヨーハ

ン・カジミールは，その補助として 2モルゲン

の牧草地や1/2モルゲンの菜園を授与している。

なお，管理人や森林・狩猟管理人などドイツ人

の住民のためドイツ人牧師を任命するこを義務

付けられた。また，可能な限り，フランス語の

みならずドイツ語の能力のある教師をおくこと

が定められている。この『協約』による農地の

貸与は，わずか30モルゲン (29条年lfl.で90年

の一括永借地)の耕地と若干の牧草地に限られ

ている。他方で，行政は，近く都市条例を交付

することを約束してその都市的性格をはっきり

認め，城壁の保全や門番の設置(第27条)，縮織，

搾油，桂泊などの水車の設置(第37条)，年市・

週市の開設を認めている(第38条)。またオッテ

ルベルクにならって毛織物の検印を設けていた

(第12条)(ワイン，ビール消費税の半額の自治

体への供与，賦役免除4年に短縮)

この時に何人かの移住はあったと思われるが，

この新コロニーが実際に成立した形跡はなし

このオイサータールがクーア・プファルツ内の

亡命者教会として登場することもなかったのは，

亡命者がむしろ既存の 4つのコロニーに向かっ

たためであろう 40)。

40) Copia Capitulationis dernss die Exulen gehn 
Euβerthal sollen 1:η:geωontenωerden， Hessisches 
Staatsarchiv Marburg， 86/16843/ 1 / 2 ， fol. 
155r-173rこれは， 1597年頃から，新しいネーテ"ル
ラント人亡命者都市ノイ・ハーナウの建設が計画さ
れるなかで，ハーナウニミュンツェンベルク伯Graf
von Hanau-Munzenbergの依頼によって，プファル
ツ選帝侯国から，資料として送られた写しが残って

(6) 小括 以上，プフアルツ選帝侯国とその支

邦ラウテルン侯固による 6つのネーデルラント

人亡命者コロニーの成立について概観したが，

その人口や経済的基盤の問題に入る前に，その

法的・宗教的地位について，ここで若干の要約

を試みたい。

まず，これらコロニーは，いずれも，既存の

特権都市ないし村落に入居したのではなし殆

ど無人に近い，他の居住地から隔絶した旧修道

院を割り当てられ，その意味では，これまでの

帝国都市ゃいくつかの領邦都市への亡命にみら

れたような，市民との経済的・社会的紛争対立

を免れた。(ただし，同じプファルツ選帝侯国あ

るいはヨーハン・カジミール統治下のプファル

ツ・ラウテルン侯国領でも，オーバー・プファ

ルツは，なおルタ一派の勢力が頑強で、，この種

の亡命者コロニー創設は計画にさえ上らなかっ

た。)しかし，翻えってこのことは，少なくとも

最初の半世紀の聞は，同じカルヴ、アン派(改革派)

でありながら，一般のドイツ人一一ハイデルベ

ルクの知識人や一部の牧師たちを除いてーーと

いるだけで，H. Bott， G幼:ndungund Anfa'nge deγ 
N eustadt Hanau， 1596 -1620， 1 (1970; Veroff. 
der Hist. Komm. fur Hessen und Waldeck， 30-
1) ， S. 16がハーナウの研究中に発掘したものであ
る。ちなみに，この写しの前後の文書の目録には，
1563， 1564， 1573年などのこの修道院への入植文書
の要約が記入されているが，本『協約』から見る限
り，入居はこれが最初であり，おそらく，フランケ

ンタールの誤記であろう。Vgl.，G. Kaller，“Kurpfal. 
zische Einflusse auf die Grundung von Neu-

Hanau"， in: H. Bannasch und H. P. Lachmann， 
(Hg.) ， Aus Geschichte und ihren Hi於仰ssens.
chajten. Festschrijt fur WalteγHeinemeyer zum 
65. Geburtstag (Veroffentlichungen der historis. 
chen Kommission fur Hess巴n， 40; Marbur-

g，1979)，686-700.なお， G. Biundo，“DieR巴ste
des franzosisch-reformierten Kirchenbuches zu 
Anweiler"， Bla'tfer jみγ 丘危:'lzischeKiァcheη:ges-

chichte und religi・a'seVolkskunde， XII (1936)， 71 
72によれば， 1593年のプファルツ=ツヴ、ァイブリ

ユツケン公ヨーハンJohann，Herzog von Pfalz 
Zweibruckenが，アンヴァイラーに亡命者の入植を
試みた際，オイサータールから 2家族が移住してい
る。
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の交流が殆ど見られなかったことを意味してお ばならなかったとはいえ，巡察などの領邦教会

り，かえってフランクフルト・アム・マインや の介入は免れていたし，勿論領邦君主の承認の

ヴ、ェーゼル，アーへンのようなドイツ内の他の

亡命者コロニー，あるいは本固との人的・経済

的交流の方が緊密で、あった。また産業の面でも，

周辺のブフアルツ内外のドイツ人への技術移転

や労働力の利用も，サンクト・ランプレヒトを

除いて全く見られなかった。これらコロニーは，

移住時点で『協約』によって，修道院付属の若

干の農牧地の永借地権をも賦与されてはいたも

のの，その基盤はあくまでも工業ないし商業に

あり，また移住者の強い要望によって，一般の，

領邦の行政・裁判機構である管区 Amtの支配

から一定の自治をうる都市特権ないし特別の自

治体条例が交付されている。ただし，後のハー

ナウの場合とは異なって， 1577年のフランケン

タールで施行されたような，市民の選挙による

役員選出はすべて否定され，他の領邦都市と同

様に，領邦君主の役職者指名権を含む自治への

介入はかなり強いものとなった。ただし，実際

にどの程度まで，実質的自治が行われたのか，

また領邦の側とどの程度の車L蝶があったかは，

不明である4九

宗教の面では当初の『協約』によって，移住

者たちは，その母語angeboreneSpracheによる

教会を組織・維持することを認められ，領邦教

会的性格の強いプフアルツ改革派教会からは独

立した教会として出発した。勿論，牧師など教

会の役員の任免は，領邦の教会評議会に事前に

通知し，また『プファル、ソ教会規則』に服さね

41)ノイ・ハーナウの場合には，受け入れ側のハーナウ

=ミュンツェンベルク伯領は，プファルツ選帝侯国

に比しては，全くの弱小領邦であったうえ，フラン

クフルト・アム・マインの富裕な商人層の移住によ

って期待される経済的利益も，プファルツの場合よ

り，はるかに大きかった。それゆえ，ほぼ帝国都市

にも近い住民の自治が保証され， 1601年，これまで
のハーナウ市に接して，碁盤目の市街地の「ハーナ

ウ新市」が建設され，ここでは，ネーデルラント，

ワロンの両教会のみが(ドイツ人は無権利)，それぞ

れ8人の終身市参事会員候補を君主に推薦し，その
なかから， 2名の市長と 8人の参事会員が指名され

た。こうして，ノイ・ハーナウでは，富裕な商人層

もとにではあるが， ドイツ内のネーデルラント

人亡命者教会の教会会議へ参加し，あるいはプ

ファルツ内の亡命者小教会会議Classenconvent

(1591年)を結成し，フランクフルト，ヴェー

セ、ル，ヴ、エツツラールを含むフランス語亡命者

教会会議に代表を送っている。他方で，牧師な

ど教会役員Kirchendienerや学校教師の俸給は，

国庫ではなく亡命者たちの自弁であったから，

ダテヌスやファン・デア・へイデン，テザユジョ

ン(ユニウス)などの宮廷牧師ないしハイテソレ

ベルク大学の神学教授が兼ねる場合を除き，教

区の重い負担となり、牧師の遺族もしばしば困

窮に陥っていた。ところで，亡命者教会からは，

本国の独立戦争の進行状況に応じて絶えず，牧

師が本国での任務に引き抜かれていたが， とも

かく後任者が確保され，領邦側のドイツ人牧師

任命の圧力を交わすことができた。

きて，この亡命者教会と住民自治体との関係

も，長老などの名簿がえられないので，正確に

は不明で、あり，フランケンタールのように 3

教会が並立した都市で，代官，市長などの役員

の選出がどのような配分になっていたか，法律

上は明文化されてはいない。が，初期の住民団

体は，殆ど教会と重なり合っていたようであり，

また，フランクフルトやノ、ーナウとことなって，

富裕な大商人層が少ないプファルツの場合には，

市参事会員と教会長老は同じ手工業者層に占め

られていたものと考えられる4ヘ

が市政を牛耳る寡頭支配の体制が成立し、フランケ

ンタールとはことなって，営業の自由もほぼ維持さ

れて行白〈。この点は， Bott， a. a. 0.， I， S .116; 
Kaller，“Kurpfalzische Einflusse"， 693ff. 
42) Kaller， Geschichte， I， 693ff.夕、テヌスは，選帝侯
の腹心の l人として多忙で、あったから，フランケン

タールの牧会のため， 1564年第2牧師としてファン
・デア・へイデンがこれを助け，ここでカタリナ・

フーテムCatharinaGoethemと結婚したが，1566年，
ダテヌスや夕、yファンTaffinともども，選帝侯の命
で，ネーデルラントの教会の応援のため派遣されて

いる。(ただし弾圧を逃れて67年に帰還)。その後，
ダテヌスは， 67-72年の聞はプフアルツに止まった
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が， 72年ふたたびネーデルラントに赴いた。一方の

ファン・デア・へイデンも， 1574年， ミデルビユル

フの牧師として帰国活躍し， 1585年には，アントウ

ェルペンの牧師であった。 1571年からファン・デア
・へイデンとともにフランケンタールの牧会にあた

ったクルジウスArnoldusCrusiusもまた， 1573年，

デルフトの牧師に招ぴ戻される。M.F. vanLennep， 

Ca.ゆarvan deγHeyden 1530-1586 (Academisch 

Proefschrift， G. U. Amsterdam， 1884)， p.35vv 

および注12)のBiundo，Roosbroeckの論文を参照。

なお，唯一判明しているフランケンタールのワロ

ン教会の1577-96年長老や副牧師などの教会役員の
経済的地位は，次号て、分析する。

42-2 
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